
令
和
六
年
四
月
二
四
日
、
会

員
一
二
名
中
九
名
と
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
ふ
る
さ
と
歴
史
館

副
館
長
が
出
席
（
出
席
者
は
後

述
）
し
、
弟
子
屈
町
公
民
館
研

修
室
に
お
い
て
令
和
六
年
度
の

総
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告

が
な
さ
れ
、
引
き
続
き
令
和
六

年
度
の
事
業
計
画
案
が
提
示
さ

れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
会
計
報
告
が

事
務
局
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り

会
計
処
理
が
未
了
の
た
め
次
回

例
会
に
お
い
て
報
告
し
、
併
せ

て
令
和
六
年
度
の
予
算
案
を
審

議
す
る
こ
と
で
了
解
を
得
ま
し

た
。令

和
六
年
度
の
事
業
計
画
は
、

（
１
）
種
市
資
料
の
移
動

貴
重
な
歴
史
資
料
類
が
数
多

く
あ
り
、
現
状
で
は
利
活
用
に

不
便
な
こ
と
か
ら
歴
史
館
に
書

棚
を
設
置
し
移
動
す
る
計
画
で
、

教
育
委
員
会
も
同
意
し
て
い
ま

す
。書

棚
設
置
資
材
に
つ
い
て
は

当
会
の
予
算
で
一
七
万
円
ほ
ど

を
見
込
ん
で
い
て
、
作
業
日
程

を
調
整
し
て
会
員
の
労
力
奉
仕

で
行
い
ま
す
。

（
２
）
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の

事
業
協
力
及
び
協
同
事
業

ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
今
年
度

の
具
体
的
な
事
業
計
画
は
詰
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

・
町
内
の
チ
ャ
シ
跡
見
学
会

教
育
委
員
会
担
当
学
芸
員
と

実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
る
。

・
町
内
文
学
散
歩

当
会
々
員
の
山
本
広
氏
が
作

成
し
た
『
て
し
か
が
文
学
散
歩
』

を
基
に
実
施
に
向
け
て
検
討
す

る
。

（
３
）
当
会
主
催
の

研
究
発
表
会
等

・
「
て
し
か
が
・
む
か
し
む
か

史
」
の
復
刊

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
題
材
を
準

備
し
て
研
究
し
、
発
行
は
年
四

回
程
度
（
季
刊
）
を
町
の
広
報

誌
に
折
り
込
む
な
ど
の
方
法
で

実
施
に
向
け
て
準
備
を
す
る
。

・
町
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会

当
会
の
勉
強
会
に
町
民
も
聴

講
で
き
る
よ
う
に
上
記
の
こ
と

と
併
せ
て
広
報
す
る
。

（
４
）
勉
強
会
の
継
続

各
会
員
の
研
究
成
果
の
発
表

の
ほ
か
に
、
今
年
度
は
種
市
資

料
の
移
動
作
業
も
郷
土
資
料
に

触
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、

勉
強
会
は
継
続
す
る
。

（
５
）
「
郷
土
研
通
信
」
の発

行

当
会
の
活
動
状
況
を
町
民
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
併
せ
て

当
会
の
活
動
に
共
感
す
る
新
会

員
の
勧
誘
に
も
つ
な
が
る
こ
と

な
の
で
、
公
民
館
・
図
書
館
・

ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
数
部
配
置

す
る
。

（
６
）
冊
子
の
販
売

以
前
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し

て
い
た
「
む
か
し
む
か
史
」
は

広
報
誌
と
い
う
性
格
上
読
み
捨

て
ら
れ
て
い
た
。
調
査
研
究
の

貴
重
な
成
果
を
テ
ー
マ
ご
と
に

冊
子
化
し
、
販
売
を
し
て
当
会

の
活
動
資
金
の
一
部
に
で
き
れ

ば
、
と
の
こ
と
で
も
あ
り
、
検

討
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
会
員
か
ら
の
提

案
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

・
「
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
は
い
か
が
？
」

必
要
事
項
を
調
べ
開
設
に
向

け
て
準
備
を
す
る
。

・
「
辻
谷
守
氏
の
蔵
書
を
見
学

し
て
は
？
」

以
前
に
会
長
と
辻
谷
氏
と
の

お
話
し
で
了
解
を
得
て
い
る
の

で
、
日
程
を
調
整
し
て
実
施
す

る
。

・
要
望
ー
議
案
書
に
会
員
名
簿

を
添
付
さ
れ
た
い
。

個
人
情
報
が
特
定
さ
れ
な
い

範
囲
で
次
回
例
会
に
配
布
す
る
。

〇
ふ
る
さ
と
歴
史
館
か
ら

・
資
料
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
作
業

に
協
力
を
願
い
た
い
。

・
ふ
る
さ
と
歴
史
館
見
学
会
等

の
際
に
職
員
の
手
が
薄
く
な
る

際
に
貴
会
の
協
力
を
願
い
た
い
。
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令
和
六
年
度

総
会
開
催
さ
れ
る

令
和
六
年
度
事
業
計
画



以
上
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
計
画
案
、
会
員
か
ら
の

提
案
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
要
請

事
項
を
協
議
し
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

☆

総
会
及
び
勉
強
会
出
席
者

会
員

斎
藤
敬
子
・
小
林
俊
夫
・

荻
野
峻
宏
・
安
藤
心
・
山
本
正

裕
・
松
橋
秀
和
・
平
塚
一
明
・

小
川
義
雄
（
会
議
途
中
か
ら
出

席
）
敬
称
省
略

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

小
見
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
副

館
長令

和
六
年
五
月
二
二
日
（
水
）

一
九
：
〇
〇
か
ら

ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
）

・
令
和
六
年
度
総
会
第
二
回

・
勉
強
会

演
題

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の

屈
斜
路
コ
タ
ン
滞
在
記

-

現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ
ソ
リ

ツ
カ
ラ
の
心
友
物
語
を
添
え
て
」

講
師-

斎
藤
敬
子
さ
ん

演
題

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の

屈
斜
路
コ
タ
ン
滞
在
記

-

現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ
ソ
リ

ツ
カ
ラ
の
心
友
物
語
を
添
え
て
」

講
師-

斎
藤
敬
子
さ
ん

前
回
の
演
題
レ
ジ
ュ
メ
2)
の

途
中
か
ら
解
説
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
会
員
か
ら
の
補
足
説

明
や
質
問
が
少
な
く
静
か
に
進

行
し
、
3)
「
久
摺
日
誌
」
か
ら

わ
か
る
こ
と
ー
ま
で
講
義
さ
れ

ま
し
た
。
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む
か
し
む
か
史
写
真
館

勉
強
会

演題のレジュメ

次
回
の
例
会

弟子屈中学校岳風台から美羅尾山を望む

美
羅
尾
山
の
頂
上
に
昭
和
三
六

年
九
月
に
日
本
電
信
電
話
公
社

（
電
々
公
社
）
無
線
中
継
所
の

ア
ン
テ
ナ
が
建
つ
前
、
昭
和
三

〇
年
代
前
半
の
弟
子
屈
中
学
校

か
ら
の
風
景
で
あ
る
。

西
に
美
羅
尾
山
と
雄
阿
寒
岳
、

北
側
に
は
摩
周
岳
、
眼
下
に
は

釧
路
川
の
流
れ
と
市
街
地
が
望

め
ら
れ
る
弟
子
屈
中
学
校
が
建

つ
と
こ
ろ
は
「
岳
風
台
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

校
舎
か
ら
道
路
ま
で
の
空
間

に
は
地
形
を
利
用
し
て
東
屋
が

し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
た
り
、
几

帳
面
な
用
務
員
さ
ん
の
手
で
き

れ
い
に
整
え
ら
れ
た
前
庭
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
校
庭
の
片
隅

に
は
、
続
縄
文
時
代
の
も
の
と

思
わ
れ
る
遺
物
が
時
々
見
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
、
先
史
時
代
の

人
々
も
こ
こ
を
生
活
の
一
部
に

に
し
て
い
た
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ

で
も
あ
っ
た
。

岳
風
台
周
辺
は
、
陸
上
競
技

場
、
野
球
場
、
温
水
プ
ー
ル
、

寄
宿
舎
が
次
第
に
整
備
さ
れ
、

隣
接
地
に
あ
っ
た
弟
子
屈
高
等

学
校
が
昭
和
三
七
年
に
定
時
制

か
ら
全
日
制
に
認
可
さ
れ
て
、

一
帯
は
課
外
活
動
に
勤
し
む
生

徒
た
ち
の
声
が
響
き
合
い
、
大

志
を
育
む
良
好
な
教
育
環
境
と

な
っ
て
い
っ
た
。


